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　近年，統合失調症，気分障害，強迫性障害，解離性障害，転換性障害，摂食
障害などの従来の精神疾患の基底に，あるいはその背景に，発達障害とくに広
汎性発達障害が認められる例が増えている印象を多くの臨床家がもつようにな
りました．発達障害が広く認知されるに従い，成人の精神医療を受けていた人
たちの中にも，発達障害の知識が増え診断ができるようなったということが関
係しているかもしれません．また，時代・文化の変容も影響している可能性が
あるかもしれません．まだ，わからないことが山積みです．
　今でも成人期の臨床における広汎性発達障害というのはピンとこないという
声を聞くこともありますし，その一方で，成人期において，広汎性発達障害が
過剰に診断されるようになったということへの危惧の声を聞くこともありま
す．どうやら事態は依然として混沌としているようなのです．しかし，いずれ
にしても成人を診る精神科医にも，広汎性発達障害の診断や対応ができること
が，今や必須のことになってきています．
　しかし，広汎性発達障害についてのこれまでの成書は，幼児期や学童期から
広汎性発達障害だと診断され，養育や指導がなされてきた事例を中心に考えら
れています．「主診断としては従来の精神疾患なのだが，広汎性発達障害も伴っ
ていて，それが見過ごされてきていた」事例への対応を主眼とした成書はこれ
までありませんでした．
　本書は，すでに幼児期・学童期から広汎性発達障害と診断され，療育や教育
的配慮がなされている群ではなく，それまでにも軽微な広汎性発達障害の傾向
をもっていたかもしれないが，成人期になって顕在化してくる広汎性発達障害
について，一般精神科医がどう理解し，どう援助するか，について書かれてい
ます．
　それぞれのトピックスについて，現在，最前線で臨床に携わっておられる諸
先生に，執筆を依頼しました．お忙しいなか，ご執筆頂いた諸先生に心よりお
礼申し上げます．また，本書が，現在，成人期の臨床に携わっておられる諸先
生に，少しでも示唆を与えるものになることを心より願っています．

2011 年 10 月
青木省三，村上伸治
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